


収入が減少した国民健康保険被保険者に対し減免

最後のセーフティネットとして活用
※相談は町役場、決定は県福祉事務所

保険税の減免

町役場 住民課※

そ
の
他

Feature

特集 新型コロナウイルス感染症により
　　　　　　　　　　影響を受けている皆さまへの支援

国の支援（全般）

個人・世帯向け 事業者向け

7月10日時点の情報に基づき作成をしております。詳しくは各事務所にお問い合わせください。

国の事業者支援 町のコロナ情報

※町役場へのお問合せは　☎932-1111

町の支援福岡県の融資

すべての方が対象
特別定額給付金

一律1人10万円を給付
申請締切日　窓口：8月24日まで
　　　　　　郵送：8月24日の消印まで有効
町の7月10日現在の給付状況は97.5％（未給付世帯395世帯）
６月末に未申請者に対して申請書を再送付済

家賃実費支給（上限あり）
支給期間：原則3カ月

休業等に伴う収入減少により、
住居を失う恐れが生じている方

国民健康保険・後期高齢者の被保険者の雇用労働者に
傷病手当を給付

貸付上限　単身15万円×3カ月可能
　　　　　複数20万円×3カ月可能
措置期間：1年以内　償還期間：10年以内
貸付上限10万円（特別な場合20万円）
措置期間：1年以内
償還期間：2年以内

電気・ガス・上下水道・電話料金の支払猶予

授業料・入学金免除＋返済の必要のない給付型
奨学金

今年6月支給分児童手当時に子ども1人当たり
1万円を支給（手続き不要）
学校の臨時休校などの自粛に伴う育児負担、子どもに
かかる家計の食費増加による経済的負担を緩和するため、
児童手当と児童扶養手当に対象児童1人当たり5,000円
を給付（手続き不要）

町役場 健康福祉課※

傷病手当給付

公共料金支払猶予

総合支援資金（特例貸付）

町役場 住民課※

各事業者に問合せ

生活保護
町役場 健康福祉課※

町役場 住民課※

住居確保給付金

臨時特別給付金

町独自事業

福岡県
自立相談支援事務所

☎938-3001

宇美町社会福祉協議会
☎931-1008

緊急小口資金（特例貸付）
宇美町社会福祉協議会

☎931-1008

高等教育修学支援制度

日本学生支援機構
☎0570-666-301

土日祝除く

子育て世帯応援給付金
子育てで家計が大変

住居を失った・
　　失う恐れがある

大学の授業料が
　　　　支払えない

感染または疑いで
　　　収入が減った

給
　
　
　
　
　付

小規模事業者応援給付金 従業員20人以下の事業者で、3月から6月の売上げが
前年度同月比で30%減少した事業者に1営業所10万円

（上限20万円）を給付

中小企業などに最大200万円を給付
個人事業者に最大100万円を給付

（売上減少率の条件あり）

「密」を避ける対策をした事業者に対し協力金
として1事業者に10万円を給付

業績の悪化や自治体の休業要請で休ませた従業員に
休業手当を支給した事業者にその費用を助成

有給休暇を与えた賃金相当分を助成
（1日当たり最大で8,330円）

日額4,100円を助成

町役場 まちづくり課※

町役場 まちづくり課※

小学校休業等対応助成金

町独自事業

休業要請協力店舗等協力金
町独自事業

持続化給付金

相談窓口(国)
☎0570-783183

コールセンター(国)
☎0120-60-3999

雇用調整助成金

コールセンター(国)
☎0120-60-3999

小学校休業等対応支援金

自粛などで
　　　　業績が悪化

子
ど
も
の
世
話
の
た
め

仕
事
が
で
き
な
い…

従業員に
有給休暇を
与えた事業者

個人で働く
保護者

事業活動ができない
ので従業員に休んで
もらう

県の休業要請に
　　　応じた事業者

給
　
　
　
　
　付

生活資金が足りない

一時的に生活困窮に
　　　　なられた方

収入が激減した

収入が減って
　保険税が払えない

貸
付
・
猶
予
・
減
免 前年同月比で20％以上収入が減少した事業者は、無担保

かつ延滞税なしで、ほぼ全ての納税を1年間猶予。固定資
産税は軽減措置も。

法人税や消費税など

各地域の税務署

事業の休止や著しい損失があった場合に、
健康保険料や厚生年金保険料の納付を猶予

３年間実質無利子・無担保・保証料ゼロ
融資限度額4,000万円
融資期間：10年以内
据置期間：5年以内
申込期間：R2.5.1～R2.12.31

新型コロナウイルス
感染症対応資金(県)

福岡県中小企業振興課
金融係

☎931-1008
厚生年金保険料など

健康保険組合、年金事務所

資金繰りのため
　　　　　　の融資

社会保険料が
　　　　　払えない

納税が難しい

貸
付
・
猶
予
・
減
免
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令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
８

日
か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

専
決
処
分
１
件
、
人
事
案
15
件
、

工
事
請
負
契
約
案
４
件
、
条
例
案

４
件
、
予
算
案
３
件
す
べ
て
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
６
議
員
が
９
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

6月
定例会

工
事
請
負
契
約

学校施設の
環境整備すすむ

桜
原
小
学
校
校
舎
外
壁
等
改
修

工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
桜
原
一
丁
目
１
番
１
号

地
内

○
請
負
契
約
額

１
億
２
，５
５
１
万
円

○
工
事
請
負
人

西
村
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

98
．49
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

桜
原
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
桜
原
一
丁
目
１
番
１
号

地
内

○
請
負
契
約
額

９
，０
１
８
万
９
，０
０
０
円

○
工
事
請
負
人

有
限
会
社
大
庭
建
設

○
落
札
率

97
．86
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
２
年
10
月
30
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

昭
和
町
既
存
町
営
住
宅
解
体
工

事
（
第
３
期
）

○
工
事
箇
所

宇
美
町
原
田
四
丁
目
４
５
１
番

１
地
内
外

○
請
負
契
約
額

７
，４
９
５
万
２
，９
０
０
円

○
工
事
請
負
人

株
式
会
社
藤
山
組

○
落
札
率

90
．00
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
15
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
中
学
校
体
育
館
外
壁
等
改

修
工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
宇
美
五
丁
目
４
番
１
号

地
内

○
請
負
契
約
額

９
，３
２
８
万
円

○
工
事
請
負
人

株
式
会
社
岩
堀
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

97
．78
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
南
里
　
正
秀 

議
員

　
本
補
正
予
算
は
、
主
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
も
の
で
、
町
独
自
の
追
加
支

援
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
町
制
施
行
１
０
０
周

年
事
業
費
は
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
い
つ
収
束
す
る
の
か
も
見

当
が
つ
か
な
い
状
況
の
中
で
、

町
は
自
信
を
持
っ
て
今
後
も
事

業
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

専
決
処
分
の
承
認

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
徴
収
の
猶
予
制
度
の
特
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年
２
月
以

降
の
収
入
に
相
当
の
減
少
が
あ

り
、
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
事
業
者
等
に
対
し
、
無
担
保
か

つ
延
滞
金
な
し
で
１
年
間
徴
収
を

猶
予
で
き
る
特
例
を
設
け
る
。

〇
固
定
資
産
税

　
中
小
企
業
者
等
が
所
有
す
る
償

却
資
産
及
び
事
業
用
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
。

　
生
産
性
革
命
の
実
現
に
向
け

た
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
の

拡
充
。

〇
個
人
住
民
税

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要

件
の
弾
力
化
に
係
る
対
応
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
を
し
た

主
催
者
に
対
す
る
払
戻
請
求
権

を
放
棄
し
た
者
へ
の
寄
附
金
控

除
の
適
用
に
係
る
対
応
。

〇
軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
税

率
を
１
％
分
軽
減
す
る
特
例
措
置

の
適
用
期
限
を
６
か
月
延
長
し
、

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

人
事
案
の
同
意

宇
美
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

尾
方
　
伸
一
氏（
再
任
）

宇
美
町
農
業
委
員
会
委
員

藤
木
　
和
則
　
氏

松
田
　
亮
太
　
氏

藤
木
　
　
匠
　
氏

田
原
　
政
則
　
氏

森
尾
　
俊
久
　
氏

武
内
チ
ズ
ヨ
　
氏

入
江
　
武
美
　
氏

世
利
　
哲
昭
　
氏

萩
尾
　
眞
悟
　
氏

瓦
田
　
　
久
　
氏

安
河
内
　
司
　
氏

安
河
内
　
豊
　
氏

小
薗
　
雄
一
　
氏

藤
木
　
　
泰
　
氏

条　
例

宇
美
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
通
知
カ
ー
ド
の
再

交
付
手
数
料
規
定
の
廃
止
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
一
定
の
要
件
を
満
た

す
被
用
者
に
傷
病
手
当
金
の
支
給

を
行
う
た
め
の
改
正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
行

う
た
め
、
町
に
お
い
て
行
う
事
務

を
改
め
る
た
め
の
規
定
を
整
備
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
主
な
補
正
】

・
１
０
０
周
年
事
業
推
進
事
業
費

４
，５
２
８
万
円
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
減
額
。

　
①
町
主
催
事
業
費
１
，０
２
５
万

円
減
額
、②
町
民
提
案
事
業
費
１
７

５
万
円
減
額
、③
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
ィ
ー
ク
事
業
費
３
，１
５
４
万
円

減
額
、④
そ
の
他（
広
報
、Ｐ
Ｒ
事
業

費
等
）１
７
５
万
円
減
額
。

・
休
業
要
請
協
力
店
舗
等
協
力
金

給
付
事
業
費１

，０
０
２
万
円
増
額

　
福
岡
県
の
休
業
要
請
に
応
じ
て
、

休
業
、
営
業
時
間
の
短
縮
及
び
デ

リ
バ
リ
ー
な
ど
「
密
」
を
避
け
る

対
策
を
実
施
し
た
事
業
者
に
対
し
、

協
力
金
と
し
て
１
事
業
者
に
10
万

円
を
給
付
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券

発
行
事
業
費

７
５
０
万
円
増
額

　
営
業
活
動
の
縮
小
ま
た
は
休
業

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
町
内
商
工

業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

補
正
予
算

令和２年度一般会計
補正予算（第2号）

2億2,539万円増額し
総額 160億9,764万円

※万円未満は四捨五入（全員賛成で可決）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業

め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
本
事
業
の

販
売
額
８
，２
５
０
万
円
（
プ
レ
ミ

ア
ム
率
10
％
）
を
１
億
２
，０
０
０

万
円
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
）
に

増
額
（
増
率
）
し
、
町
内
で
の
購

買
活
動
を
促
進
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
給
付

事
業
費

３
，５
９
３
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
学
校
の

臨
時
休
業
や
保
育
施
設
等
の
利
用

自
粛
な
ど
に
伴
う
育
児
負
担
、
家

計
の
食
費
増
加
に
よ
る
経
済
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
応
援
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
に
係
る
経
費
。

・
学
校
管
理
関
係
経
費

１
億
９
，４
５
７
万
円
増
額

　
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
児
童
生
徒
１

人
１
台
端
末
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
加
速
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
で
情
報
機
器
等
を
整

備
す
る
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
防
災
対
策
事
業
費

５
７
３
万
円
増
額

　
災
害
避
難
用
の
備
品
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
）

と
し
て
設
備
充
実
を
図
る
。

職員避難所運営研修会（7/2）

宇美中学校体育館

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〇
固
定
資
産
税

　
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
の

創
設
等
。

　
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
題
へ
の
対
応
。

〇
個
人
住
民
税

　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税

制
上
の
措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
見
直
し
等
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
保
険
税
率
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び

軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
拡
大
。

（
賛
成
11
：
反
対
１
で
承
認
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
営
業
活
動
の

縮
小
ま
た
は
休
業
等
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
売
上
高
が
著
し
く
減
少
し

た
小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
た

め
の
応
援
給
付
金
制
度
。

　
簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的
確

に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
特

別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）

の
給
付
に
係
る
経
費
を
計
上
。

　
歳
入
歳
出
39
億
１
，３
６
１
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
１
５
８
億
７
，

２
２
５
万
円
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

6
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
　
集

各
種
委
員
会
活
動

4
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令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
８

日
か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

専
決
処
分
１
件
、
人
事
案
15
件
、

工
事
請
負
契
約
案
４
件
、
条
例
案

４
件
、
予
算
案
３
件
す
べ
て
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
６
議
員
が
９
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

6月
定例会

工
事
請
負
契
約

学校施設の
環境整備すすむ

桜
原
小
学
校
校
舎
外
壁
等
改
修

工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
桜
原
一
丁
目
１
番
１
号

地
内

○
請
負
契
約
額

１
億
２
，５
５
１
万
円

○
工
事
請
負
人

西
村
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

98
．49
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

桜
原
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
桜
原
一
丁
目
１
番
１
号

地
内

○
請
負
契
約
額

９
，０
１
８
万
９
，０
０
０
円

○
工
事
請
負
人

有
限
会
社
大
庭
建
設

○
落
札
率

97
．86
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
２
年
10
月
30
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

昭
和
町
既
存
町
営
住
宅
解
体
工

事
（
第
３
期
）

○
工
事
箇
所

宇
美
町
原
田
四
丁
目
４
５
１
番

１
地
内
外

○
請
負
契
約
額

７
，４
９
５
万
２
，９
０
０
円

○
工
事
請
負
人

株
式
会
社
藤
山
組

○
落
札
率

90
．00
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
15
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
中
学
校
体
育
館
外
壁
等
改

修
工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
宇
美
五
丁
目
４
番
１
号

地
内

○
請
負
契
約
額

９
，３
２
８
万
円

○
工
事
請
負
人

株
式
会
社
岩
堀
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

97
．78
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
南
里
　
正
秀 

議
員

　
本
補
正
予
算
は
、
主
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
も
の
で
、
町
独
自
の
追
加
支

援
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
町
制
施
行
１
０
０
周

年
事
業
費
は
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
い
つ
収
束
す
る
の
か
も
見

当
が
つ
か
な
い
状
況
の
中
で
、

町
は
自
信
を
持
っ
て
今
後
も
事

業
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

専
決
処
分
の
承
認

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
徴
収
の
猶
予
制
度
の
特
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年
２
月
以

降
の
収
入
に
相
当
の
減
少
が
あ

り
、
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
事
業
者
等
に
対
し
、
無
担
保
か

つ
延
滞
金
な
し
で
１
年
間
徴
収
を

猶
予
で
き
る
特
例
を
設
け
る
。

〇
固
定
資
産
税

　
中
小
企
業
者
等
が
所
有
す
る
償

却
資
産
及
び
事
業
用
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
。

　
生
産
性
革
命
の
実
現
に
向
け

た
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
の

拡
充
。

〇
個
人
住
民
税

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要

件
の
弾
力
化
に
係
る
対
応
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
を
し
た

主
催
者
に
対
す
る
払
戻
請
求
権

を
放
棄
し
た
者
へ
の
寄
附
金
控

除
の
適
用
に
係
る
対
応
。

〇
軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
税

率
を
１
％
分
軽
減
す
る
特
例
措
置

の
適
用
期
限
を
６
か
月
延
長
し
、

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

人
事
案
の
同
意

宇
美
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

尾
方
　
伸
一
氏（
再
任
）

宇
美
町
農
業
委
員
会
委
員

藤
木
　
和
則
　
氏

松
田
　
亮
太
　
氏

藤
木
　
　
匠
　
氏

田
原
　
政
則
　
氏

森
尾
　
俊
久
　
氏

武
内
チ
ズ
ヨ
　
氏

入
江
　
武
美
　
氏

世
利
　
哲
昭
　
氏

萩
尾
　
眞
悟
　
氏

瓦
田
　
　
久
　
氏

安
河
内
　
司
　
氏

安
河
内
　
豊
　
氏

小
薗
　
雄
一
　
氏

藤
木
　
　
泰
　
氏

条　
例

宇
美
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
通
知
カ
ー
ド
の
再

交
付
手
数
料
規
定
の
廃
止
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
一
定
の
要
件
を
満
た

す
被
用
者
に
傷
病
手
当
金
の
支
給

を
行
う
た
め
の
改
正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
行

う
た
め
、
町
に
お
い
て
行
う
事
務

を
改
め
る
た
め
の
規
定
を
整
備
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
主
な
補
正
】

・
１
０
０
周
年
事
業
推
進
事
業
費

４
，５
２
８
万
円
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
減
額
。

　
①
町
主
催
事
業
費
１
，０
２
５
万

円
減
額
、②
町
民
提
案
事
業
費
１
７

５
万
円
減
額
、③
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
ィ
ー
ク
事
業
費
３
，１
５
４
万
円

減
額
、④
そ
の
他（
広
報
、Ｐ
Ｒ
事
業

費
等
）１
７
５
万
円
減
額
。

・
休
業
要
請
協
力
店
舗
等
協
力
金

給
付
事
業
費１

，０
０
２
万
円
増
額

　
福
岡
県
の
休
業
要
請
に
応
じ
て
、

休
業
、
営
業
時
間
の
短
縮
及
び
デ

リ
バ
リ
ー
な
ど
「
密
」
を
避
け
る

対
策
を
実
施
し
た
事
業
者
に
対
し
、

協
力
金
と
し
て
１
事
業
者
に
10
万

円
を
給
付
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券

発
行
事
業
費

７
５
０
万
円
増
額

　
営
業
活
動
の
縮
小
ま
た
は
休
業

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
町
内
商
工

業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

補
正
予
算

令和２年度一般会計
補正予算（第2号）

2億2,539万円増額し
総額 160億9,764万円

※万円未満は四捨五入（全員賛成で可決）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業

め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
本
事
業
の

販
売
額
８
，２
５
０
万
円
（
プ
レ
ミ

ア
ム
率
10
％
）
を
１
億
２
，０
０
０

万
円
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
）
に

増
額
（
増
率
）
し
、
町
内
で
の
購

買
活
動
を
促
進
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
給
付

事
業
費

３
，５
９
３
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
学
校
の

臨
時
休
業
や
保
育
施
設
等
の
利
用

自
粛
な
ど
に
伴
う
育
児
負
担
、
家

計
の
食
費
増
加
に
よ
る
経
済
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
応
援
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
に
係
る
経
費
。

・
学
校
管
理
関
係
経
費

１
億
９
，４
５
７
万
円
増
額

　
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
児
童
生
徒
１

人
１
台
端
末
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
加
速
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
で
情
報
機
器
等
を
整

備
す
る
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
防
災
対
策
事
業
費

５
７
３
万
円
増
額

　
災
害
避
難
用
の
備
品
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
）

と
し
て
設
備
充
実
を
図
る
。

職員避難所運営研修会（7/2）

宇美中学校体育館

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〇
固
定
資
産
税

　
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
の

創
設
等
。

　
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
題
へ
の
対
応
。

〇
個
人
住
民
税

　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税

制
上
の
措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
見
直
し
等
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
保
険
税
率
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び

軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
拡
大
。

（
賛
成
11
：
反
対
１
で
承
認
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
営
業
活
動
の

縮
小
ま
た
は
休
業
等
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
売
上
高
が
著
し
く
減
少
し

た
小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
た

め
の
応
援
給
付
金
制
度
。

　
簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的
確

に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
特

別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）

の
給
付
に
係
る
経
費
を
計
上
。

　
歳
入
歳
出
39
億
１
，３
６
１
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
１
５
８
億
７
，

２
２
５
万
円
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

特
　
　
　
集

6
月
定
例
会
・
4
月
臨
時
会

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動
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専
決
処
分
の
承
認

４
月
臨
時
会

７月臨時会

補　
正　
予　
算

【
主
な
補
正
】

・
１
０
０
周
年
事
業
推
進
事
業
費

４
，５
２
８
万
円
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
減
額
。

　
①
町
主
催
事
業
費
１
，０
２
５
万

円
減
額
、②
町
民
提
案
事
業
費
１
７

５
万
円
減
額
、③
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
ィ
ー
ク
事
業
費
３
，１
５
４
万
円

減
額
、④
そ
の
他（
広
報
、Ｐ
Ｒ
事
業

費
等
）１
７
５
万
円
減
額
。

・
休
業
要
請
協
力
店
舗
等
協
力
金

給
付
事
業
費１

，０
０
２
万
円
増
額

　
福
岡
県
の
休
業
要
請
に
応
じ
て
、

休
業
、
営
業
時
間
の
短
縮
及
び
デ

リ
バ
リ
ー
な
ど
「
密
」
を
避
け
る

対
策
を
実
施
し
た
事
業
者
に
対
し
、

協
力
金
と
し
て
１
事
業
者
に
10
万

円
を
給
付
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券

発
行
事
業
費

７
５
０
万
円
増
額

　
営
業
活
動
の
縮
小
ま
た
は
休
業

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
町
内
商
工

業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
本
事
業
の

販
売
額
８
，２
５
０
万
円
（
プ
レ
ミ

ア
ム
率
10
％
）
を
１
億
２
，０
０
０

万
円
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
）
に

増
額
（
増
率
）
し
、
町
内
で
の
購

買
活
動
を
促
進
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
給
付

事
業
費

３
，５
９
３
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
学
校
の

臨
時
休
業
や
保
育
施
設
等
の
利
用

自
粛
な
ど
に
伴
う
育
児
負
担
、
家

計
の
食
費
増
加
に
よ
る
経
済
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
応
援
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
に
係
る
経
費
。

・
学
校
管
理
関
係
経
費

１
億
９
，４
５
７
万
円
増
額

　
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
児
童
生
徒
１

人
１
台
端
末
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
加
速
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
で
情
報
機
器
等
を
整

備
す
る
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
防
災
対
策
事
業
費

５
７
３
万
円
増
額

　
災
害
避
難
用
の
備
品
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
）

と
し
て
設
備
充
実
を
図
る
。

一日も早く申請書類が手元に届くよう
武道館で作業を行う職員

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〇
固
定
資
産
税

　
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
の

創
設
等
。

　
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
題
へ
の
対
応
。

〇
個
人
住
民
税

　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税

制
上
の
措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
見
直
し
等
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
保
険
税
率
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び

軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
拡
大
。

（
賛
成
11
：
反
対
１
で
承
認
）

討

　
　論

審
議
結
果

承認

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

専決処分の承認・・・宇美町国民健康保険税条例の
　　　　　　　　　　一部改正（課税限度額の引き
　　　　　　　　　　上げ等）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

令和２年４月臨時会　表決一覧

議　案　名

和解及び損害賠償の額の決定

宇美町固定資産評価審査委員会条例の一部改正・・・・・規定の根拠となる法律の変更による改正

令和２年度　宇美町一般会計補正予算（第１号）・・・・歳入歳出39億1,361万4,000円追加し、158億7,224万6,000円

専決処分の承認・・・・町税条例の一部改正
　　　　　　　　　　　（固定資産税の負担軽減措置の実施、個人住民税の未婚のひとり親に対する税制上の措置及び寡婦（寡夫）
　　　　　　　　　　　　控除の見直し等） 

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案
令和２年７月臨時会　表決一覧

議　案　名

財産の取得について・・・・小中学校に対する情報機器端末取得　取得価格1億5,866万4,880円　取得台数3,544台

令和２年６月定例会　表決一覧

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案
議　案　名

宇美町国民健康保険税条例の一部改正・・・・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、国民健康保険税を減免

専決処分の承認・・・・町税条例の一部改正
　　　　　　　　　　　（新型コロナウイルス感染症の影響により納税困難な事業者等に対し、１年間徴収を猶予できる特例など）

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　昭和町既存町営住宅解体工事（第３期）

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　桜原小学校校舎外壁等改修工事

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　宇美中学校体育館外壁等改修工事

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　桜原小学校トイレ改修工事

宇美町手数料条例の一部改正・・・・個人番号通知カード手続等の規定の整備

令和２年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）・・・・歳入歳出200万円追加し、予算総額40億6,346万4,000円

令和２年度　宇美町一般会計補正予算（第２号）・・・・歳入歳出2億2,538万9,000円追加し、160億9,763万5,000円

宇美町国民健康保険条例の一部改正・・・・新型コロナウイルス感染症に感染するなど一定の要件を満たす被用者に対し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傷病手当金を支給

宇美町後期高齢者医療に関する条例の一部改正・・・・福岡県後期高齢者医療広域連合が傷病手当金の支給を行うため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当町における事務規定の整備

令和２年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第１号）・・・・収益的収入4,455万円追加し、計8億894万6,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的支出2億1,107万円追加し、計5億5,522万3,000円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
営
業
活
動
の

縮
小
ま
た
は
休
業
等
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
売
上
高
が
著
し
く
減
少
し

た
小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
た

め
の
応
援
給
付
金
制
度
。

　
簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的
確

に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
特

別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）

の
給
付
に
係
る
経
費
を
計
上
。

　
歳
入
歳
出
39
億
１
，３
６
１
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
１
５
８
億
７
，

２
２
５
万
円
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

GIGAスクール構想実現に向けて
小中学生１人１台パソコン導入

契約金額　　1億5,866万4,880円
契 約 者　　日興通信㈱九州支社
納 期 限　　令和3年1月29日
数　　量　　児童生徒用端末　3,374台
　　　　　　教師用端末　　　　140台
　　　　　　予備用端末　 　　　30台

　ＧＩＧＡスクール構想とは、児童生徒向け
の１人１台学習用端末と、高速大容量の通信
ネットワークを一体的に整備する構想です。
　「GIGA」とは通信速度で使うギガビットで
はなく、Global and Innovation Gateway for 
Allの略で、多様な子どもたちを誰１人取り残
すことなく公正に個別最適化された創造性を
育む教育を全国の学校現場で持続的に実現さ
せる構想です。

問　高速無線ＬＡＮのＷｉ－Ｆｉ環境が整備されるこ
とで、子どもたちへの電磁波による健康被害が懸念
されているが対策は。
答　学校教育課長　私たちの身の回りでも電子機器
が多数使用されており、一定の基準は満たしていると
思われるが、改めて調査研究をすすめて子どもたちの
健康をしっかり守っていきたい。
問　タブレット端末は紛失や破損することもあると
思うが、その場合の保険などはどうなっているのか。
答　課長　メンテナンス契約についても、メリットとデ
メリットを精査し、今後の保守等を行っていきたい。

財産取得契約内容

ＧＩＧＡスクール構想とは？

主な質疑・応答

　7月14日に開かれた第3回臨時会において、ＧＩＧＡ
スクール構想の早期実現に向けて、宇美町立小中学校
の児童生徒に１人１台の情報機器端末（タブレット型
パソコン）の購入に関する財産の取得について、全会
一致により議決しました。
　当初の計画では、4年間かけて環境整備とタブレッ
ト型パソコンを購入していく予定でしたが、文部科学
省の補助金と新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金を活用することで、1月末までに3,544台
を納品することが決定しました。

今回購入されるノート型タブレット端末。耐久性と機能性に
優れ、家庭でのリモート学習にも対応しやすいように、イン
カメラとアウトカメラ内臓でテントモードやタブレットモード
にもなる。

テントモード

スタンドモード タブレットモード

ラップトップモード

4
月
臨
時
会
・
7
月
臨
時
会

一
般
質
問

特
　
　
　
集

各
種
委
員
会
活
動
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専
決
処
分
の
承
認

４
月
臨
時
会

７月臨時会

補　
正　
予　
算

【
主
な
補
正
】

・
１
０
０
周
年
事
業
推
進
事
業
費

４
，５
２
８
万
円
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
減
額
。

　
①
町
主
催
事
業
費
１
，０
２
５
万

円
減
額
、②
町
民
提
案
事
業
費
１
７

５
万
円
減
額
、③
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
ィ
ー
ク
事
業
費
３
，１
５
４
万
円

減
額
、④
そ
の
他（
広
報
、Ｐ
Ｒ
事
業

費
等
）１
７
５
万
円
減
額
。

・
休
業
要
請
協
力
店
舗
等
協
力
金

給
付
事
業
費１

，０
０
２
万
円
増
額

　
福
岡
県
の
休
業
要
請
に
応
じ
て
、

休
業
、
営
業
時
間
の
短
縮
及
び
デ

リ
バ
リ
ー
な
ど
「
密
」
を
避
け
る

対
策
を
実
施
し
た
事
業
者
に
対
し
、

協
力
金
と
し
て
１
事
業
者
に
10
万

円
を
給
付
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券

発
行
事
業
費

７
５
０
万
円
増
額

　
営
業
活
動
の
縮
小
ま
た
は
休
業

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
町
内
商
工

業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
本
事
業
の

販
売
額
８
，２
５
０
万
円
（
プ
レ
ミ

ア
ム
率
10
％
）
を
１
億
２
，０
０
０

万
円
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
）
に

増
額
（
増
率
）
し
、
町
内
で
の
購

買
活
動
を
促
進
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
給
付

事
業
費

３
，５
９
３
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
学
校
の

臨
時
休
業
や
保
育
施
設
等
の
利
用

自
粛
な
ど
に
伴
う
育
児
負
担
、
家

計
の
食
費
増
加
に
よ
る
経
済
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
応
援
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
に
係
る
経
費
。

・
学
校
管
理
関
係
経
費

１
億
９
，４
５
７
万
円
増
額

　
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
児
童
生
徒
１

人
１
台
端
末
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
加
速
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
で
情
報
機
器
等
を
整

備
す
る
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
防
災
対
策
事
業
費

５
７
３
万
円
増
額

　
災
害
避
難
用
の
備
品
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
）

と
し
て
設
備
充
実
を
図
る
。

一日も早く申請書類が手元に届くよう
武道館で作業を行う職員

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〇
固
定
資
産
税

　
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
の

創
設
等
。

　
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
題
へ
の
対
応
。

〇
個
人
住
民
税

　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税

制
上
の
措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
見
直
し
等
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
保
険
税
率
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び

軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
拡
大
。

（
賛
成
11
：
反
対
１
で
承
認
）

討

　
　論

審
議
結
果

承認

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

専決処分の承認・・・宇美町国民健康保険税条例の
　　　　　　　　　　一部改正（課税限度額の引き
　　　　　　　　　　上げ等）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

令和２年４月臨時会　表決一覧

議　案　名

和解及び損害賠償の額の決定

宇美町固定資産評価審査委員会条例の一部改正・・・・・規定の根拠となる法律の変更による改正

令和２年度　宇美町一般会計補正予算（第１号）・・・・歳入歳出39億1,361万4,000円追加し、158億7,224万6,000円

専決処分の承認・・・・町税条例の一部改正
　　　　　　　　　　　（固定資産税の負担軽減措置の実施、個人住民税の未婚のひとり親に対する税制上の措置及び寡婦（寡夫）
　　　　　　　　　　　　控除の見直し等） 

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案
令和２年７月臨時会　表決一覧

議　案　名

財産の取得について・・・・小中学校に対する情報機器端末取得　取得価格1億5,866万4,880円　取得台数3,544台

令和２年６月定例会　表決一覧

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案
議　案　名

宇美町国民健康保険税条例の一部改正・・・・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、国民健康保険税を減免

専決処分の承認・・・・町税条例の一部改正
　　　　　　　　　　　（新型コロナウイルス感染症の影響により納税困難な事業者等に対し、１年間徴収を猶予できる特例など）

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　昭和町既存町営住宅解体工事（第３期）

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　桜原小学校校舎外壁等改修工事

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　宇美中学校体育館外壁等改修工事

工事請負契約の締結・・・・令和２年度　桜原小学校トイレ改修工事

宇美町手数料条例の一部改正・・・・個人番号通知カード手続等の規定の整備

令和２年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）・・・・歳入歳出200万円追加し、予算総額40億6,346万4,000円

令和２年度　宇美町一般会計補正予算（第２号）・・・・歳入歳出2億2,538万9,000円追加し、160億9,763万5,000円

宇美町国民健康保険条例の一部改正・・・・新型コロナウイルス感染症に感染するなど一定の要件を満たす被用者に対し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傷病手当金を支給

宇美町後期高齢者医療に関する条例の一部改正・・・・福岡県後期高齢者医療広域連合が傷病手当金の支給を行うため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当町における事務規定の整備

令和２年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第１号）・・・・収益的収入4,455万円追加し、計8億894万6,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的支出2億1,107万円追加し、計5億5,522万3,000円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
営
業
活
動
の

縮
小
ま
た
は
休
業
等
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
売
上
高
が
著
し
く
減
少
し

た
小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
た

め
の
応
援
給
付
金
制
度
。

　
簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的
確

に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
特

別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）

の
給
付
に
係
る
経
費
を
計
上
。

　
歳
入
歳
出
39
億
１
，３
６
１
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
１
５
８
億
７
，

２
２
５
万
円
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

GIGAスクール構想実現に向けて
小中学生１人１台パソコン導入

契約金額　　1億5,866万4,880円
契 約 者　　日興通信㈱九州支社
納 期 限　　令和3年1月29日
数　　量　　児童生徒用端末　3,374台
　　　　　　教師用端末　　　　140台
　　　　　　予備用端末　 　　　30台

　ＧＩＧＡスクール構想とは、児童生徒向け
の１人１台学習用端末と、高速大容量の通信
ネットワークを一体的に整備する構想です。
　「GIGA」とは通信速度で使うギガビットで
はなく、Global and Innovation Gateway for 
Allの略で、多様な子どもたちを誰１人取り残
すことなく公正に個別最適化された創造性を
育む教育を全国の学校現場で持続的に実現さ
せる構想です。

問　高速無線ＬＡＮのＷｉ－Ｆｉ環境が整備されるこ
とで、子どもたちへの電磁波による健康被害が懸念
されているが対策は。
答　学校教育課長　私たちの身の回りでも電子機器
が多数使用されており、一定の基準は満たしていると
思われるが、改めて調査研究をすすめて子どもたちの
健康をしっかり守っていきたい。
問　タブレット端末は紛失や破損することもあると
思うが、その場合の保険などはどうなっているのか。
答　課長　メンテナンス契約についても、メリットとデ
メリットを精査し、今後の保守等を行っていきたい。

財産取得契約内容

ＧＩＧＡスクール構想とは？

主な質疑・応答

　7月14日に開かれた第3回臨時会において、ＧＩＧＡ
スクール構想の早期実現に向けて、宇美町立小中学校
の児童生徒に１人１台の情報機器端末（タブレット型
パソコン）の購入に関する財産の取得について、全会
一致により議決しました。
　当初の計画では、4年間かけて環境整備とタブレッ
ト型パソコンを購入していく予定でしたが、文部科学
省の補助金と新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金を活用することで、1月末までに3,544台
を納品することが決定しました。

今回購入されるノート型タブレット端末。耐久性と機能性に
優れ、家庭でのリモート学習にも対応しやすいように、イン
カメラとアウトカメラ内臓でテントモードやタブレットモード
にもなる。

テントモード

スタンドモード タブレットモード

ラップトップモード

特
　
　
　
集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動
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町政を問う6人が登壇！一 般質問

飛賀 貴夫 議員 9P
◆コロナ禍における
　今後の町の教育行政は

10P白水 英至 議員
♦新型コロナウイルス対策は

11P入江 政行 議員
♦河川整備の早期実現を
♦ごみ削減についての対策は
♦新型コロナウイルス感染症
　対策の町の見解は

12P丸山 康夫 議員
♦住民に寄り添った上水道行政を
♦宇美町の新型コロナウイルス
　対策は十分なのか 

14P平野 龍彦 議員
♦コロナに負けない公園づくりを

13P小林 征男 議員
♦風水害への備えは

　一
般
質
問
と
は
定
例
会
で
行
わ
れ
、
議
員

が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
の
考
え
方
や
方
針
な
ど
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

　1355年前に築造された日本最古にして最
大級の古代朝鮮式山城である大野城は宇美
町・太宰府市・大野城市にまたがりその内約
８割が宇美町にあります。
　百間石垣は長さが180ｍあり大野城跡のシ
ンボルとなっています。

大野城跡の百間石垣（日本遺産）
ひゃっけん いし がき

12
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
　
集

各
種
委
員
会
活
動

8
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町政を問う6人が登壇！一 般質問

飛賀 貴夫 議員 9P
◆コロナ禍における
　今後の町の教育行政は

10P白水 英至 議員
♦新型コロナウイルス対策は

11P入江 政行 議員
♦河川整備の早期実現を
♦ごみ削減についての対策は
♦新型コロナウイルス感染症
　対策の町の見解は

12P丸山 康夫 議員
♦住民に寄り添った上水道行政を
♦宇美町の新型コロナウイルス
　対策は十分なのか 

14P平野 龍彦 議員
♦コロナに負けない公園づくりを

13P小林 征男 議員
♦風水害への備えは

　一
般
質
問
と
は
定
例
会
で
行
わ
れ
、
議
員

が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
の
考
え
方
や
方
針
な
ど
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

　1355年前に築造された日本最古にして最
大級の古代朝鮮式山城である大野城は宇美
町・太宰府市・大野城市にまたがりその内約
８割が宇美町にあります。
　百間石垣は長さが180ｍあり大野城跡のシ
ンボルとなっています。

大野城跡の百間石垣（日本遺産）
ひゃっけん いし がき

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
教
育

現
場
で
拡
が
り
を
見
せ
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
、
人
材
等
に
つ
い

て
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

教
育
長　

国
の
直
轄

事
業
で
１
人
１
台
の
端
末
整

備
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
動
き
始
め
た
。

　

本
町
も
こ
の
支
援
策
を
フ

ル
活
用
し
、
学
び
を
止
め
な

い
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

答　

学
校
教
育
課
長　

児

童
生
徒
１
人
１
台
配
備
す
る

端
末
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ

ソ
コ
ン
で
、
学
校
で
の
学
習

や
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
の
学

習
支
援
に
役
立
て
る
。

　

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
に

は
、
具
体
的
な
支
援
策
を
計

画
し
て
い
る
。

　

ま
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
は
急
務

と
考
え
て
い
る
。

　

環
境
整
備
と
併
せ
て
、
早

期
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

答　

学
校
教
育
課
長　

学

校
施
設
は
老
朽
化
に
伴
い

長
寿
命
化
等
の
大
き
な
課

題
を
抱
え
て
お
り
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
即

座
と
は
な
ら
な
い
が
、
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
取

組
の
一
つ
と
し
て
引
き
続

き
調
査
研
究
を
行
う
。

問　

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
、
収
入
が
激
減
す
る

家
庭
が
増
え
る
こ
と
を
見

据
え
て
、
町
独
自
の
支
援

策
第
３
弾
と
し
て
、
小
中

学
校
の
給
食
費
や
保
育

所
、
幼
稚
園
の
副
食
費
の

一
定
期
間
免
除
の
支
援
策

を
打
ち
出
し
て
は
。

答　

町
長　

コ
ロ
ナ
の
第

２
波
、
第
３
波
の
到
来
も

予
測
を
さ
れ
る
中
、
動
向

を
し
っ
か
り
見
据
え
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
給
食
、
副

食
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
や
保
育
、
教

育
現
場
等
の
意
見
も
い
た

だ
き
検
討
し
た
い
。

コロナ禍における
今後の町の教育行政
答 子どもの学びを止めない
健康と安全に配慮し取り組む

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

小
中
学
校
の
状
況
と
本
格

的
に
授
業
を
再
開
す
る

中
、
ど
う
向
き
合
う
の
か
。

答　

教
育
長　

子
ど
も
の

学
び
を
止
め
ず
に
、
健
康

と
安
全
に
配
慮
し
た
取
組

を
重
点
に
、
文
科
省
の
学

校
の
新
し
い
生
活
様
式
等

の
通
知
を
参
考
に
６
月
１

日
か
ら
再
開
し
た
。

　

今
後
の
教
育
活
動
の
推

進
は
、
学
力
保
障
も
大
事

だ
が
、
い
か
に
児
童
生
徒

の
命
を
守
る
か
が
問
わ
れ

各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ

慎
重
に
取
り
組
む
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
対
策
や
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て

教
職
員
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　

負
担
軽
減
に
学
校
用
務

員
の
増
員
拡
充
の
考
え
は
。

答　

教
育
長　

増
員
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
調
査
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

児
童
生
徒
の
学
習
授

業
時
数
及
び
未
履
修
や
補

充
学
習
と
学
校
行
事
や
部

活
動
の
対
応
策
は
。

　

夏
休
み
が
短
縮
さ
れ
、

真
夏
に
教
室
や
校
庭
で
の

授
業
や
行
事
が
で
き
ず
、

体
育
館
を
利
用
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
も
利
用
さ
れ
る
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と

思
う
が
。

答　

教
育
長　

児
童
生
徒

の
教
育
を
受
け
る
権
利
を

保
障
す
る
た
め
に
適
切
な

学
習
指
導
を
実
施
、
指
導

し
、
学
び
残
し
に
よ
る
不

利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、

学
習
の
機
会
を
保
障
す
る

教
育
課
程
等
の
実
施
評
価

を
指
導
・
助
言
す
る
。

　

学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、

実
施
の
有
無
や
方
法
を
可

能
な
限
り
早
期
に
決
断
し

お
知
ら
せ
す
る
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、

生
徒
の
健
康
管
理
体
制
を

確
立
さ
せ
、
段
階
的
に
感

染
症
対
策
の
措
置
を
講
じ

実
施
す
る
。

飛賀 貴夫 議員

特
　
　
　
集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動
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コ
ン
の
技
能
が
な
く
て
も

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
解

雇
や
雇
い
止
め
が
増
え
て

い
る
。
生
活
困
窮
者
の
救

済
は
。

答　

健
康
福
祉
課
長　

電

話
や
窓
口
で
生
活
支
援
に

つ
い
て
案
内
を
し
て
い
る
。

　

主
に
は
県
の
生
活
福
祉

資
金
の
貸
付
事
業
で
、
緊

急
小
口
資
金
最
大
20
万

円
、
総
合
支
援
資
金
最
大

60
万
円
、
合
わ
せ
て
最
大

80
万
円
の
無
利
子
貸
付
が

あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

問　

緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
も
経
営
が
厳
し
い
と
聞

い
て
い
る
小
規
模
事
業
者

へ
の
救
済
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

休
業
要
請
協
力
店
舗
等
協

力
金
の
10
万
円
給
付
や
小

規
模
事
業
者
応
援
給
付
金

の
10
万
円
給
付
。
ま
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
拡

充
も
行
っ
て
い
る
。

　

貸
付
に
つ
い
て
は
町
で

新型コロナウイルス
対策は
答 生活・学習支援等、できる
ことを今後も実施していく

白水 英至 議員

問　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
が
心
配
な
の
が
避

難
所
の
問
題
。

　

豪
雨
災
害
対
策
と
災
害

避
難
所
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
は
。

答　

危
機
管
理
課
長　

自

分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
避
難
の
必
要
な
場
所
か

の
確
認
や
開
設
し
て
い
る

避
難
所
の
確
認
。
ま
た
、

親
戚
や
友
人
、
知
人
の
と

こ
ろ
に
避
難
す
る
方
法
や

安
全
な
場
所
で
の
車
へ
の

避
難
も
あ
る
と
案
内
し
て

い
る
。
避
難
が
必
要
な
方

に
つ
い
て
は
県
の
危
機
管

理
局
が
出
し
て
い
る
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参

考
に
す
る
。

問　

医
療
従
事
者
と
の
連

絡
や
対
応
が
直
ぐ
に
と
れ

る
の
か
。

答　

課
長　

感
染
が
疑
わ

れ
る
方
や
発
熱
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
御
自
身
に
受

診
を
お
願
い
す
る
。
高
齢

者
等
で
重
篤
の
症
状
が
見

ら
れ
る
方
は
救
急
搬
送
を

考
え
て
い
る
。

　

災
害
協
定
を
粕
屋
医
師
会

と
結
ん
で
お
り
、
協
定
に
基

づ
い
て
医
師
の
派
遣
を
打
診

し
て
い
る
。
今
後
詳
細
な
協

議
を
進
め
て
い
く
。

問　

学
校
は
長
い
間
臨
時

休
業
に
な
り
授
業
も
遅
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
他
の
学

校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
し
て
お
り
、
学
力
差
が

広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
保
護
者
の
心
配
の
声
を
聞

い
た
。
学
習
の
遅
れ
は
ど
う

補
う
の
か
。

答　

学
校
教
育
課
長　

遠

隔
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
学

習
を
行
い
、
学
校
や
家
庭

で
の
切
れ
目
な
い
学
習
環

境
を
提
供
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
支
援
し
て

い
く
。

問　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
え
な
い
子
ど

も
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導

を
す
る
の
か
。

答　

課
長　

あ
ら
か
じ
め

学
習
の
プ
リ
ン
ト
を
各
家

庭
に
配
布
し
、
映
像
を
見

な
が
ら
プ
リ
ン
ト
に
書
き

込
み
を
行
う
な
ど
、
パ
ソ

は
難
し
い
た
め
、
現
状
で

は
国
、
県
の
支
援
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
第
２
波
、
第
３

波
が
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

来
る
と
の
専
門
家
の
意
見

も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方

は
誰
に
相
談
を
し
て
良
い

の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の

中
、
県
に
は
「
ふ
く
お
か

自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
の
窓
口
が
あ
る
が
、

町
民
は
身
近
な
役
場
に
相

談
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思

う
。
町
民
を
救
済
す
る
た

め
の
特
別
な
窓
口
を
設
置

で
き
な
い
か
。

答　

総
務
課
長　

多
い
日

に
は
４
０
０
件
、
５
０
０

件
の
相
談
も
あ
る
。
内
容

も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
一
つ
の
窓
口
で
受
け

る
こ
と
は
非
常
に
問
題
が

あ
る
。
総
務
課
で
責
任
を

持
っ
て
電
話
を
受
け
、
各

課
に
き
ち
ん
と
繋
げ
る
形

で
進
め
た
い
。

12
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
　
集

各
種
委
員
会
活
動
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河川整備の
　　　早期実現を
答 事業費が創設され整備
の進捗も進む

問　

福
岡
県
が
管
理
す
る

二
級
河
川
52
水
系
の
う

ち
、
河
川
整
備
計
画
が
あ

る
も
の
は
15
水
系
、
整
備

計
画
策
定
中
の
も
の
は
５

水
系
で
あ
る
が
、
整
備
計

画
の
み
で
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

　

当
町
に
整
備
計
画
の
予

定
は
。

答　

都
市
整
備
課
長　

河

川
法
第
16
条
に
お
い
て
、

河
川
管
理
者
は
河
川
整
備

計
画
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
宇
美
川
・
井
野
川
・

内
野
川
・
仲
山
川
に
つ
い

て
は
福
岡
県
が
管
理
者
で

策
定
す
る
。

問　

当
町
に
た
め
池
が
24

か
所
存
在
す
る
が
、
豪
雨

時
に
た
め
池
の
事
前
放
流

は
可
能
な
の
か
。

　

ま
た
、
水
利
組
合
と
の

関
係
を
含
め
防
災
の
観
点

か
ら
も
事
前
放
流
は
で
き

る
の
か
。

答　

環
境
農
林
課
長　

た

め
池
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
各
水
利
組
合
に
お
願

い
し
て
い
る
。
水
利
組
合

は
、田
植
作
業
の
終
了
後
、

取
水
口
の
最
上
部
を
解
放

し
、
満
水
に
な
ら
な
い
よ

う
管
理
な
ど
を
し
て
い
る
。

ご
み
削
減
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

問　

令
和
４
年
に
大
牟
田

リ
サ
イ
ク
ル
発
電
㈱
が
稼
働

停
止
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
わ

か
す
ぎ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
は
令

和
９
年
ま
で
延
長
、
今
後
の

ご
み
処
理
施
設（
焼
却
施
設
）

の
建
設
が
大
き
な
課
題
で
、

施
設
組
合
の
形
成
問
題
も
浮

上
し
て
い
る
。

　

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減

ら
す
）
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り

返
し
使
う
）
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
資
源
化
）
で
あ
る
が

こ
の
３
Ｒ
の
周
知
に
欠
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ご
み
減
量
を
推
進
し
て

い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
必
要
か
。

答　

環
境
農
林
課
長　

第

６
次
宇
美
町
総
合
計
画
施

策
に
循
環
型
社
会
形
成
の

推
進
が
あ
り
、
主
要
な
取

組
と
し
て
、
ご
み
の
減
量

化
や
４
Ｒ
運
動
の
促
進
を

行
っ
て
い
る
。

①
い
き
い
き
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
。
使
え
る
け
ど
捨
て
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
、
ほ
し
い

け
ど
買
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
な
ど
の
情
報
を
広
報
誌
に

掲
載
し
、
資
源
の
有
効
活
用

を
行
う
。

②
家
庭
ご
み
に
お
け
る
モ
ラ

ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上
、
分
別

ル
ー
ル
の
徹
底
、
減
量
化
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
毎
月
、

啓
発
回
覧
文
書
を
作
成
し
て

配
布
。

③
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
エ
コ
バ
ッ
ク

を
配
布
。

④
生
ご
み
の
減
量
化
の
推
進

と
し
て
、
家
庭
用
生
ご
み
の

処
理
機
、
家
庭
用
コ
ン
ポ
ス

ト
購
入
の
一
部
補
助
。

　

今
後
も
ご
み
減
量
化
や

４
Ｒ
運
動
等
の
啓
発
、
広

報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
し
、

町
民
の
ご
み
の
減
量
意
識

の
向
上
を
図
る
取
組
を

行
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
町
の
見
解
は
。

問　

小
規
模
事
業
者
、
非

正
規
雇
用
者
、
子
育
て
世
代

な
ど
の
方
々
に
対
し
、
今
こ

そ
手
厚
い
支
援
を
行
う
べ
き

と
考
え
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
、
財
政
調
整
基
金
、
庁

舎
建
設
等
積
立
基
金
な
ど
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

今
後
の
対
策
を
含
め
町
長
の

見
解
は
。

答　

町
長　

現
在
、
町
と

し
て
は
、
小
規
模
事
業
者

応
援
給
付
金
や
子
育
て
世

代
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

の
上
乗
せ
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
給
付
等
を

行
っ
て
い
る
。
町
民
の
命

と
健
康
、
事
業
者
の
生
活

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
て
今
後
も
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

入江 政行 議員

両岸が雑木に覆われた井野川

特
　
　
　
集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動
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住民に寄り添った
上水道行政を
答 住民負担を
　　　極力縮めていく

丸山 康夫 議員

問　

貴
船
自
治
会
へ
町
水

道
の
給
水
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
先
の
全
員
協
議
会

で
、
加
入
負
担
金
と
工
事

負
担
金
を
合
わ
せ
る
と
一

世
帯
当
た
り
約
76
万
円
に

も
上
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
多
額
の
負

担
金
を
住
民
に
求
め
る
こ

と
に
は
反
対
で
あ
り
、
住

民
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と

考
え
る
。

　

県
道
福
岡
大
野
城
線
の

工
事
で
、
国
庫
補
助
は
使

え
な
い
の
か
。

答　

副
町
長　

国
庫
補
助

の
採
択
要
件
は
調
べ
て
い

た
が
、
予
算
上
は
国
庫
補

助
金
を
計
上
し
て
い
な
い
。

問　

貴
船
自
治
会
に
宇
美

町
の
水
道
を
使
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
、
上
水
道
会
計

に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し
て

い
る
の
か
。

答　

副
町
長　

団
地
内
の

既
設
管
の
対
応
年
数
な
ど

を
計
算
す
る
と
さ
ほ
ど
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。

問　

住
民
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
、
再
度
検
討
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

町
長　

開
発
当
初
か

ら
約
30
年
を
経
て
、
地
下

水
の
水
位
低
下
問
題
な
ど

が
生
じ
て
い
る
。

　

我
々
も
住
民
に
寄
り
添

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
お
互
い
に
ウ
イ

ン
ウ
イ
ン
と
な
る
よ
う
な

形
で
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。

宇
美
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
は
十
分
な
の
か

問　

５
月
１
日
に
議
員
有

志
で
町
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
と
営
業
、
そ
し
て

子
ど
も
と
教
育
を
守
る
た

め
に
緊
急
施
策
を
ま
と
め

町
長
に
対
し
要
望
書
を
提

出
し
た
。
そ
の
実
施
状
況

を
問
う
。

　
「
相
談
体
制
の
抜
本
的

強
化
を
求
め
る
」
に
つ
い

て
の
取
組
は
。

答　

副
町
長　

総
務
課
に

お
い
て
適
正
な
案
内
が
で

き
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

問　
「
粕
屋
医
師
会
と
協

議
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

充
実
を
求
め
る
」
に
つ
い

て
の
取
組
は
。

答　

副
町
長　

粕
屋
医
師

会
に
対
し
て
、
糟
屋
地
区

１
市
７
町
の
市
町
長
会
で

検
査
体
制
の
充
実
を
要
望

し
、
５
月
12
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
た
。

問　
「
町
内
の
学
校
、
保

育
所
、
介
護
施
設
で
の
感

染
症
防
止
の
た
め
に
マ
ス

ク
の
無
償
配
布
を
求
め

る
」
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

答　

副
町
長　

町
で
備
蓄

し
て
い
た
マ
ス
ク
や
寄
付

を
頂
い
た
マ
ス
ク
を
小
中

学
校
、
高
校
、
民
間
保
育

施
設
や
医
療
機
関
、
介
護

施
設
等
に
配
布
し
た
。

問　

特
に
飲
食
業
者
が
困

窮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。「
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
支
援
強
化
を
求
め

る
」
に
つ
い
て
、「
未
来

食
券
事
業
」
も
提
案
し
て

い
た
が
取
組
状
況
は
。

答　

副
町
長　

未
来
食
券

事
業
も
検
討
し
て
み
た
。

　

現
金
が
事
業
者
に
す
ぐ

に
飲
食
店
の
手
元
に
届
く

と
い
う
点
で
有
効
性
は
あ

る
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
に
負
担
が
生
じ
る
点

や
、
も
し
廃
業
し
た
際
に

町
が
負
担
す
る
こ
と
を
考

え
る
と
財
源
的
な
負
担
も

あ
り
、
慎
重
な
議
論
が
必

要
だ
。

　

今
回
は
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

地
域
振
興
券
発
行
事
業
の

プ
レ
ミ
ア
ム
を
20
％
に
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
規
模

を
拡
充
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

20％のプレミアム付き地域振興券

12
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
　
集

各
種
委
員
会
活
動
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増水した井野川（貴船１丁目菱
ひしじめばし

締橋付近） 増水した井野川（貴船１丁目子
ね う し ば し

丑橋付近）

満水近くに達した四王寺坂団地調整池

し
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

答　

副
町
長　

当
時
、
越

水
対
策
の
た
め
に
ど
の
方

法
が
一
番
い
い
の
か
を
協

議
し
た
。

　

ま
た
県
と
町
職
員
と
地

元
の
方
と
現
地
で
立
ち
会

い
を
し
た
経
緯
も
あ
る
が
、

パ
ラ
ペ
ッ
ト
方
式
は
嵩
上

げ
し
て
も
溢
水
し
、
根
継

方
式
は
河
床
を
下
げ
て
も

堆
積
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
浚
渫
工
事

が
現
実
的
で
あ
る
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

問　

樋ひ

の

く

ち

ば

し

ノ
口
橋
か
ら
公
園

の
堤
防
ま
で
の
浚
渫
工
事

は
行
わ
れ
た
。
河
川
に
立

つ
樹
木
撤
去
、
浚
渫
工
事

な
ど
は
県
が
こ
れ
ま
で
全

額
負
担
を
し
て
き
た
。

　

今
回
、
総
務
省
が
年
間

９
０
０
億
円
の
財
源
を

も
っ
て
各
県
を
応
援
す
る

と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
財
源
を
活
用

し
た
浚
渫
工
事
の
申
請
が

で
き
な
い
か
。

答　

副
町
長　

９
０
０
億

円
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
河
川
越

写
真
は
、
７
月
７
日
10
時
30

分
（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発

令
中
）
に
撮
影

問　

昨
今
の
気
候
は
風
水
害

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

上か
み
し
ょ
う
ぶ
ば
し

菖
蒲
橋
、
菱ひ

し
じ
め
ば
し

締
橋
、

扇お
う
ぎ
ば
し橋

が
あ
る
井
野
川
の
浚

渫
工
事
に
つ
い
て
、
福
岡

県
と
協
議
を
さ
れ
た
か
。

答　

都
市
整
備
課
長　

福

岡
県
が
管
理
す
る
河
川

に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

地
元
自
治
会
等
か
ら
の

要
望
書
と
町
か
ら
の
要

望
を
含
め
て
福
岡
県
へ

提
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
要
望
書
に
対
す

る
回
答
は
も
ら
っ
て
い

る
が
、
要
望
ど
お
り
に

進
ん
で
お
ら
ず
、
段
階

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

上
菖
蒲
橋
で
は
、
役
場

の
南
館
付
近
か
ら
上
流
側

に
３
０
０
ｍ
程
浚
渫
工
事

が
完
了
し
て
い
る
。

　

福
岡
県
か
ら
の
回
答

は
、
必
要
性
、
緊
急
性
、

効
率
性
を
考
慮
し
な
が
ら

順
次
対
応
す
る
と
の
こ
と
。

問　

数
年
前
に
県
の
職
員

と
副
町
長
と
一
緒
に
パ
ラ

ペ
ッ
ト
方
式
、
根
継
方
式
、

浚
渫
工
事
に
つ
い
て
話
を

水
防
止
策
の
一
つ
で
も
あ

る
四
王
寺
坂
団
地
調
整
池

の
堆
積
物
浚
渫
工
事
が
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
こ
の
推
進
事
業
費
を

使
う
た
め
に
は
、
長
期
的

な
計
画
を
つ
く
ら
な
い
と

対
象
に
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
は
、
今
年
度
、
調
整

池
の
測
量
を
し
、
そ
の
結
果

で
不
自
然
な
堆
積
物
な
ど
の

浚
渫
工
事
の
必
要
性
が
出
て

く
れ
ば
、
１
０
０
％
起
債
、

70
％
交
付
税
措
置
制
度
の
活

用
が
で
き
な
い
か
県
に
要
望

を
し
た
い
。

風水害への備えは

答 町から要望書を提出し、
県と協議していく

小林 征男 議員

特
　
　
　
集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動
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コロナに負けない
公園づくりを
答 住民ニーズにあった
公園整備を進めたい

平野 龍彦 議員

問　

町
制
施
行
１
０
０
周

年
記
念
式
典
を
中
止
に
追

い
込
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
、
長

丁
場
に
な
っ
て
い
け
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
身
近

な
公
園
づ
く
り
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

現
在
、
雑
草
の
繁
殖
で

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
公
園
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
維
持
整

備
状
況
は
。

答　

都
市
整
備
課
長　

都

市
公
園
法
に
基
づ
く
公
園

は
52
か
所
、
別
に
広
場
は

42
か
所
あ
り
、
合
計
94
か

所
あ
る
。

　

現
在
宇
美
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
福

祉
事
業
団
、
ま
た
地
元
自
治

会
の
協
力
に
よ
り
、
草
刈
り

等
の
維
持
管
理
を
し
て
い
る

が
、
年
間
を
通
し
て
の
草
刈

り
等
は
追
い
つ
い
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。

問　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
と
健
康
維
持
と
の
両
立

は
必
要
不
可
欠
。
今
後
の

公
園
整
備
の
計
画
は
。

答　

課
長　

す
べ
て
の
公

園
と
広
場
の
年
次
的
な
整

備
計
画
は
立
て
て
い
な
い

が
、
遊
具
等
に
つ
い
て
は

長
寿
命
化
計
画
の
補
助
金

を
活
用
し
、
改
修
を
行
う

等
、
安
全
に
利
用
が
で
き

る
よ
う
保
全
管
理
を
し
て

い
き
た
い
。

問　

一
本
松
公
園
に
お
い

て
は
４
月
末
ご
ろ
多
く
の

利
用
者
が
、
町
内
外
か
ら

集
ま
り
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
に

も
関
わ
ら
ず
密
集
・
密
接

状
態
と
な
っ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
危

機
が
あ
っ
た
の
で
は
。

答　

課
長　

公
園
閉
鎖
を

す
る
こ
と
は
せ
ず
、
利
用

者
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
放
送
設
備
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン

プ
規
制
の
周
知
を
行
っ
て

き
た
状
況
で
あ
る
。

問　

５
月
14
日
に
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た

が
、
い
ま
だ
緊
急
事
態
に

は
変
わ
り
は
な
く
、
今
後

も
コ
ロ
ナ
社
会
を
生
き
延

び
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

利
用
者
が
一
本
松
公
園

等
に
集
中
を
す
る
こ
と
な

く
、
身
近
な
公
園
に
分
散

す
る
た
め
に
も
、
公
園
の

【
芝
生
化
】
を
。

答　

課
長　

現
在
公
園
維

持
管
理
費
は
年
間
１
億
円

ほ
ど
か
か
り
、
芝
生
化
は

難
し
い
が
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
公
園
の
整
備
と

統
合
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ハ
ピ
ネ
ス
付
近
に
あ

る
町
有
山
の
公
園
化
計
画

は
、
用
地
収
用
か
ら
随
分

年
月
が
経
過
を
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
公

園
づ
く
り
の
早
期
実
現
を
。

答　

課
長　

全
体
計
画
は

ま
だ
決
定
を
し
て
い
な
い

が
、
平
成
28
年
度
か
ら
年

次
的
に
継
続
伐
採
作
業
を

行
う
等
、
散
歩
道
・
遊
歩

道
を
段
階
的
に
整
備
し
て

い
る
。

コロナに負けない公園づくりを急がれる貴船公園の整備

12
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
　
集

各
種
委
員
会
活
動
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町制施行
100周年記念特集

「生き生きと生きる」
早川 眞吾さん(88歳)

次回の定例議会は、9月3日に開会予定です。

4月臨時議会は２名、6月定例議会は5名の方が
傍聴に来られました。

議会を傍聴しませんか！

議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定例議会が開かれます。
役場本館３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入し、ご入場ください。

議会からのお知らせ

　毎朝宇美駅前交差点で、交通安全指導を行ってい
ただいている上宇美一自治会在住の早川眞吾さん
（88歳）は、福岡教育大学が福岡学芸大学と呼ばれ
ていた時代に卒業され、糟屋地区の小学校で教鞭を
とってこられました。
　校長先生として8年間務められ、退職後は須恵町
立幼稚園で園長先生も経験されました。
　お世話になった宇美町になんとか恩返しができ
ればと、日々多くのボランティア活動にいそしんで
おられます。

　早川さんは大変多くの趣味をお持ちで、中でも
プロ級の腕前なのが「刻字」です。写真は長年付
き合いがあるマルト醤油の看板です。
　趣味の弓道で交流がある各地の弓道場をはじ
め、町内いたるところで早川さんが彫られた看板
を目にすることができます。

　早川さんの日課は、
交通安全指導の後に、
ボランティアゴミ袋を
持って緑道のゴミ拾い
をすることです。
　ゴミ拾いをしなが
ら、近所の方々と交わ
す挨拶や、ウォーキン
グ中の方々から「ご苦
労様です」「ありがと
うございます」と声を
掛けていただくこと
が、日々を「生き生き
と生きる」早川さんの
元気の源になっている
そうです。

　早川さんが、特に熱心に取り組まれているのが、平和学
習活動です。
　中学１年生まで大阪にお住まいで、通っていた大阪府立
航空工業学校はグライダーの飛行場などがある立派な学
校でしたが、1945年6月15日の大阪大空襲で焼失してし
まいました。学校の片づけをした後に、足を引きずりながら
帰ってみると、実家も焼失していました。
　子どもたちが戦争をしっかり想像することが、戦争のない
平和な世界をつくっていくと、この時の体験だけでなく、長
崎や広島の平和集会に参加され、戦争体験の「語り部」とし
て、子どもたちに語り伝えておられます。
　長年お世話になった宇美町に何か恩返しがしたいと始
めた交通安全指導も、約30年が経ちました。
　「すれ違う子どもたちみんなが元気に挨拶をするように
なった。特に他の地域から宇美商業に通ってくる高校生が
大きな声で挨拶をしてくれる。宇美町に良いイメージを持っ
てくれるとありがたい。」と語られました。
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